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青 年 セン夕 ー

「ただ何とな< 毎日を過ご
すだけでは物足りない」「もっ
と自分 の時 間を 充実 さ せた
い」一一一 一そういった若いあ

な た の 「ま じめ な 想い 」を 青
年 セ ン ター にぶ つ けて み ま せ
ん か。 常に9寺イ弋に マ ッチ した

驚斤し い 講座i・催 しが い つl j い 。

どれも頭もカフダも使って学
び 遊べる ひと味違った楽
しいものばかりです 迷わず
まず体験 青年センターの扉

をたたいてください。きっと
新しい感助に出会えます。

ま
じめを
楽し

む

ス
ポ
ー
ツ
で
国
際
化

社
会
を
感
じ
る

「
セ
バ
タ
ク
ロ
ー
(

東
南
ア

ジ
ア
の
足
を
使
う
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ゴ
、「
ブ
ル
ー
ム
ボ
ー
ル
(
運

動
靴
で
す
る
ア
イ
ス
ポ
ッ
ケ

古

」、そ
し
て
夏
は
「
カ
ヌ
ー
」。

こ
こ
で
は

、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で

き
ま
す

。

ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し

、
新
し
い
仲
間
と
知
り

合
う
。そ
し
て

、そ
の
ス
ポ
ー
ツ

を
愛
好
し
て
い
る
外
国
の
人
々

に
も
想
い
を
馳
(
は
)
せ

、
世
界

へ
目
を
向
け
る
こ
と
に
…
……

ス
ポ
ー
ツ
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
国
際
交
流
が
始
ま
る
。
青

年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
う
い
う

ス
ポ
ー
ツ
の
新
し
い
楽
し
み
方

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
味
ち
が
う

講
座
が
あ
り
ま
す

こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
が
社
会

問
題
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
と

ら
え
、
考
え
る
お
手
伝
い
も
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
国
際
化
」
・
「
環

境
」
に
つ
い
て
の
講
座
を
主
に

閧
催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
机

上
で
た
だ
話
を
聞
き
、
討
論
す

る
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
セ
ミ
ナ
ー
「
映
像
で
見
る

世
界

」
で
は
、
映
像
を
兒
る
こ

と
で
各
国
の
実
情
を
ま
ず
擬
似

体
験
し

、
国
際
化
問
題
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た

。

ま
た

、
実
際
に
森
で
キ
ャ
ン

プ
生
活
を
し
な
が
ら
地
球
環
境

の
問
題
を
考
え
る
講
座
な
ど
、

体
験
し
て

、
問
題
を
自
分
に
近

づ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す

。

楽
し
い
子
育
て
を

一
緒
に
考
え
る

子
育
て
は
、
大
き
な
酉
び
を

与
え
て
く
れ
ま
す
が
、
小
さ

な
子
供
を
抱
え
て
冢
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
に
な

り
、
友
達
が
な
か
な

か
で
き
な
い
な
ど
不

安
や
苦
労
、
悩
み

も
多
い
も
の
で

す
。

青
年
セ
ン
タ

ー
で
は
、
子
弯

て
中
の
若
い

お
母
さ
ん
を

対
象
に
し
た
催
し
物

、
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す

。

「
子
育
て
サ
ロ
ン

」
は
、
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
を
通
し
て
の

仲
間
づ
く
り
や
情
報
交
換
の

場

。「
子
育
て
教
室

」
で
は
、
お

も
ち
ゃ
や
お
菓
子
作
り
を
通
し

て

、
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
す

。

い
ず
れ
も
お
子
さ
ん
を
お
預

り
す
る
保
育
室
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
体
験

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
が
あ
る
け
れ
ど
、
ど
こ
に
行

っ
た
ら
で
き
る
の
か
し
ら
」
そ

ん
な
若
い
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
、
青
年
セ
ン
タ
ー
は
受
け

と
め
て
い
ま
す

。

昨
年
は
、
新
し
い
試
み
と
し

て

、
区
内
の
老
人
ホ
ー
ム
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
ま
し

た

。
ま
た

、
毎
月
閧
催
し
て
い

る
『
あ
だ
ち
日
曜
教
室

』で
は
、

障
害
者
の
皆
さ
ん
と
エ
印
、
ゲ

ー
ム
な
ど
を
楽
し
む
な
か
で

、

自
然
に
支
え
合
う
仲
間
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

青
年
セ
ン
タ
ー
は
、
ク
ル
ー

プ
活
動
の
塒
と
し
て
も
利
用
で

き
ま
す
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

、
会
議
室
、
調
理
室
や

シ
ン
セ
サ
イ
ザ

ー
な
ど
の
機
器

を
備
え
た
音
楽

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
利
用
方

法
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
は
…

い

ず

れ

も

青
年
セ
ン
タ
ー

西
新
井
1
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

今
号
で
紹
介
し
た
講
座
・
催
し
物
等
は
、そ
の

つ
ど
「
あ
だ
ち
広
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
大
師
前
駅
下
車
す
ぐ

ヤングフェスティバル
3 月14日( 日) 、午前10時～午後8 時

〝若
人
の
祭
典
〟
に
あ
な
た

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当

日
は
発
表
や
展
示
だ
け
で
な

く
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
ビ
デ
オ

の
上
映
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
盛

り
だ
く
さ
ん
。
お
友
達
と
一
緒

に
青
年
セ
ン
タ
ー
へ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

ヤングフェ スティバルの 催し 物

※「タイ料理体験」希望者は、事前に電話で
お申し込みください。

青 年 セ ンタ ーの 催 し
□ 子育て講演会
「私の子育 て苦心談」
子育ての中での悩みごとを

どう乗り 越えていくか、一緒
に考えます。
日時3 月10日( 水) 、午前10　
時～正午

費用 無 料
申込方法 当日直接会場へ
□ 子育て教室第10回
「幼稚園のお弁当」
新入園児のためのお弁当づ

くり教室です。
日時3月3日( 水) 、午前10　
時～正午

定員20 人( 先 着順)
費用500 円( 材料費)
申込方法2 月26日、午前9　
時より電話にて受付( 1 人
ずつ申し込んでください)
※ いずれもお子さんの保育を
実施し ます。お問 い合わせく
ださい。

葦
立
ち

陽
差
し
が
す
っ
か
り
春
め

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
少
し

の
時
間
を
さ
い
て
ま
ち
を
歩

い
て
み
ま
す
。
時
々
、
ま
ち

の
表
情
が
変
わ
っ
て
い
て
驚

か
さ
れ
ま
す
。

遭
幅
が
狹
く
、
火
事
に
な

っ
た
ら
大
変
だ
と
心
配
し
て

い
た
千
住
の
町
で
は
、
道
幅

が
広
が
り
、
歩
き
や
す
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
収
集

車
が
き
て
も
通
行
困
難
と
な

っ
て
困
っ
て
い
た
町
の
人
々

が
、
細
街
路
拡
幅
事
業
に
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
け

で
す
。

先
日
の
区
政
モ
ニ
タ
ー
連

絡
会
で
は
、美
し
い
ま
ち
並

み
を
つ
く
る
た
め
に
、要
綱

で
は
な
く
、も
っ
と
厳
し
く

規
制
す
る
条
例
を
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

ま
ち
は
区
民
の
皆
様
が
暮
ら

し
、働
き
、憇
う
場
で
す
。

ま
ち
の
表
情
は
、
今
日
に
至

る
ま
で
の
人
々
の
暮
ら
し
や

心
を
映
す
も
の
と
も
い
え
ま

す
。ま
ち
づ
く
り
は
区
民
の

皆
様
が
主
役
で
あ
り
、
行
政

は
そ
の
お
手
伝
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
ち
の
空
間
を
生
か
し
て

緑
を
多
く
し
た
い
、ゆ
っ
た

り
し
た
ま
ち
並
み
に
し
た
い

等
々
。そ
ん
な
皆
様
の
考
え

を
ぜ
ひ
区
や
ま
ち
づ
く
り
公

社
に
ぶ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
も
に
美
し
い
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

区
長　
古
性
直
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い
こ
い
と

ふ
れ
あ
い
の
広
場

プ
チ
テ
ラ
ス
、ぞ
く
ぞ
く
開
設

区
で
は
、
ま
ち
の
中
に
い
こ

い
と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
を
つ
く

る
こ
と
で

、都
市
緑
化
の
推
進
、

都
市
景
観
の
演
出

、
安
全
性
の

向
上

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
な

ど
の
機
能
の
向
上
を
目
指
し
た

「
プ
チ
テ
ラ
ス
」
設
置
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

プ
チ
テ
ラ
ス
は
、
約
2
0が
～
3
0
0

㎡
程
度
の
土
地
に
緑
と
ベ
ン

チ
等
を
設
置
し
た
小
さ
な
広
場

で
す
。

現
在
、
区
内
1
9
力
所
に
開
設

さ
れ
て
お
り

、
今
年
度
中
に
足

立
三
丁
目
(
仮
称
)
、
梅
田
二
丁

見

仮
称
)
、甲
良
♀

住
旭
町
)
、

千
住
宿
歴
史
(
千
住
河
原
町
)

等
が
仲
間
入
り
し
ま
す

。

ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ

い
の
広
場
と
し
て
ご
き
用
く
だ

さ
い

。

ま
た

、
皆
さ
ん
か
ら
お
借
り

し
た
土
地
を
、
諧
足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
社
が
整
備
す
る
、
借

地
方
式
の
プ
チ
テ
ラ
ス
も
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

緑
化
係

豐
(
3
8
8
2
了
1
1
1

㈹

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
　

霖
(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

日時計、星座、天気予報も見られる カタツムリの
モニュメント。東六月ブチテラス( 東六月町8)

ユニークな防災用水がある、
本木北プチテラ ス( 本木北9)

苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

工
場
や
事
業
所
等
に
緑
を
増

や
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
苗

木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

□
団
体
配
布

苗
木
の
種
類
▽
低
木
(
高
さ
　

3
0
～
8
0
丿
前
後
Y
サ
ツ
キ
、

ツ
ツ
ジ
(
オ
オ
ム
ラ
、
ヒ
ラ

ド
、
グ
ル
メ
、
ベ
ニ
ギ
リ
、

エ
ク
ス
バ
リ
古

、
カ
ル
ミ

ア
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
コ
ク
チ

ナ
シ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、
ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
、
コ
デ
マ
リ

レ
ン
ギ

ョ
ウ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
キ
ン
シ

バ
イ
、
シ
モ
ツ
ケ
、
セ
イ
ヨ

ウ
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ

▽
中
木
(
高
さ
1
5
～
2
0
a
前

後
)
ベ
ニ
カ
ナ
メ
モ
チ
、
イ

ヌ
ツ
ゲ
、
イ
チ
イ
、
ウ
バ
メ

ガ
シ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
サ

ザ
ン
カ
、
マ
サ
キ
、
モ
チ
ノ

キ
、
ム
ク
ゲ
、
ウ
メ
、
ア
ン

ズ
、
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
、(
ナ
カ

イ
ド
ウ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ

、(
　

ナ
モ
モ

▽
高
木
(
高
さ
2
5
a
前
鬯
・・・

マ
テ
バ
シ
イ
、
シ
ラ
カ
シ
、

ケ
ヤ
キ
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ

対
象

区
内
各
種
団
体
(

宗
教

・
政
治
団
体
は
除
く
)

配
付
時
期
1
0
月
～
1
1
1
1
月
ご
ろ

配
布
会
場

別
途
通
知

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
団
体

名

、
代
表
者
住
所

、
氏
名
、

電
話
番
号

、
希
望
す
る
苗
木

の
種
類
、
本
数
を
明
記
(

フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
で

も
可
)

※
苗
木
の
種
類
、
本
数
は
希
望

に
そ
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま

す
。

申
込
期
限
3

月
3

日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

水
と
緑
の

公
社
緑
化
推
進
課

〒
1
2
0
　

綾
瀬
2
-
3
0
-
6

昔
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6
　

F
A
χ
(
3
8
3
8
)
8
1
2

都
市
計
画
の
案
・

地
区
計
画
の
原
案
を

縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の

案
と
地
区
計
画
の
原
案
を
縦
覧

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、

関
係
の
あ
る
方
は
、
区
長
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
都
市
計
画
の
案

▽
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地

区
(
足
立
区
決
定
)
の
変
更

(削
除
)

区
域

入
谷
九
丁
目
、
伊
興
三

丁
目
、
江
北
五
丁
目
各
地
内

縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間
　
3

月
1
日
1
1
5日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
の
提
出

・
問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)

・
都
市
計
圃
係

さ
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

□
地
区
計
画
の
原
案

▽
舎
人
四
丁
目
地
区
地
区
計
画

区
域

舎
人
三
丁
目
、四
丁
目
、

五
丁
目
、
舎
人
町
各
地
内

▽
伊
興
町
前
沼
地
区
地
区
計
画

区
域

伊
興
町
前
沼
、
伊
興
町

本
町
、
伊
興
町
見
通
、
柬
伊

興
町
各
地
内

縦
覧
期
間
3
月
2
日
～
1
5
日

意
見
書
の
提
出
期
間
3

月
2
　

日
～
2
2日

縦
覧
場
所
・
意
見
書
の
提
出
先

本
庁
舎
(
千
住
丁

都
市
計

圃
係

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
佐
)
・

ま
ち
づ
く
り
課
事
業
第
一
係

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
を
新
築
さ
れ
た
方

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
は
、
建
築
筐
認
書
一

式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
担
当

さ
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

優
良
納
税
貯
蓄

組
合
に
感
謝
状

自
主
納
税
体
制

、
と
り
わ
け

口
座
振
替
制
度
の
利
用
勧
奨
や

納
税
思
想
の
高
揚
な
ど

、
地
域

で
の
活
動
を
通
じ
て
区
の
税
務

行
政
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
次

の
1
0
組
合
に
対
し
て

、2

月
1
7

日

、
区
長
か
ら
慝
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た

。

八
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
名
▽
(

足
立
納
連
)

▽
河
原
橋
戸
町

。

▽
堺
田

▽
蒲
原

▽
東
京
都

個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
足
立

第
一
支
部

▽
足
立
青
色
緑
町

第
二
(
西
新
井
納
連
)

▽
本
木

第
十
三
▽
西
新
井
第
九

▽
梅

田
第
卜

▽
鹿
浜
第
二

▽
足

立
区
歯
科
医
師
会
西
新
#

A
納
税
課
V

区
議
会

第
1
回
定
例
会

区
議
会
第
1
回
定
例
会
本
会

議
が
開
か
れ
ま
す
。

日
程
3

月
2
・
3
・
4
・
9
　

・
3
1日
(
い
ず
れ
も
午
後
1
　

時
開
会
)

な
お
、
3
月
2
日
(
火
)
の

開
会
前
に
議
場
で
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ド
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

区
議
会
事
務
局

・
。(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

スケッチ
あ だ ち

空
き
缶
の
門
松
登
場

足
立
北
郵
便
局

年
末
か
ら
年
始
に
か
け

て
、
足
立
北
郵
便
局
(
竹
の

塚
三
丁
目
)
の
入
り
囗
に
、

空
き
缶
で
で
き
た
「
門
松
」

が
登
場
。
来
局
者
の
注
目
を

集
め
ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
、
足
立
北
郵

便
局
で
は

、
ロ
ビ
ー
に
乾
電
池

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
な

ど
、
局
を
あ
げ
て
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

。今
回

、リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
区
民
の
皆
さ

ん
に
P
R

し
よ
う
と

、
ま
ち
で

拾
っ
た
空
き
缶
8
0
0個
を
利
用
し

て
門
松
を
作
っ

た
も
の
で
す

。

お
客
さ
ん
か

ら
は
、「
な
か
な

か

お

も
し

ろ

い

」「
空
き
缶
も

集
め
る
と
す
ご

い

厰

に

な

る

ね

」
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
試
み

に
P
R

効
果
も

上
々
の
よ
う
で

し
た
。

空き缶800個を使った力作です

門出を祝い
東京武道館で成人式

成
人
の
日
の
1
月
1
5日
、
東
京
武
道
館

で
「
改
人
の
囗
の
集
い
'一
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り

ま
し
た
が
、約
7
千
人
の
新
成
人
が
出
席
。

今
年
か
ら
朷
の
試
み
と
し
て
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
歌
手
で
俳
優
の
吉
田
栄
作
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
、
式
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

誓いの言葉を述ぺる新成人代表

歓戸と熱気に包まれた吉田栄作さんのコンサート。当日、入場できなかった皆様に
は、大変ご迷惑をおかけいたしました。

2 月3 日
〝だる ま供養 〟と〝豆 まき〟

2
月
3
日
、
節
分
の
日
に
西

新
井
大
師
で
、
恒
例
の

が
る

ま
供
芦

と
逗
ま
き
n

わ
れ
ま
し
た
。

だ
る
ま
供
養
は
、
こ
の
1
年

間
、
家
内
安
全
、
商
売
繁
盛

な
ど
を
頤
っ
て
飾
っ
て
お
い

た
だ
る
ま
を
供
養
す
る
儀
式

で
、
数
万
個
の
だ
る
ま
が
火

に
か
け
ら
れ
ま
す
。

役
目
を
終
え
た
だ
る
ま
が

真
紅
の
炎
で
焼
か
れ
る
姿
は

壮
観
で
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
豆

ま
き
*
"
f

土
田
早
苗
さ
ん
や
、
タ
レ
ン

ト
の
梨
本
勝
さ
ん
な
ど
も
参

加
。
年
男
。
年
女
の
ま
く
福

豆
に
た
く
さ
ん
の
人
が
押
し

よ
せ
ま
し
た
。

西
新
井
大
師

豆
を
ま
く

土
田
早
苗
さ
ん
Jだ る ま 供 養

墨
の
香
り
も
清
清
し
く

第
2
3
回
書
き
初
め
席
書
大
会

1
月
1
9日
、
梅
田
体
育
館
に

区
内
の
中
学
校
の
代
表
1
9
1人が

集
ま
り
、
書
き
初
め
を
行
い

ま
し
た
。

「
創
造
の
力
水

伝
統
の

美
「
将
来
の
展
望
」な
ど
。

力
強
い
筆
勢
で
寤
か
れ
た

文
字
が
並
び
ま
す
。

こ
の
う
ち
1
6
人
の
代
表

が
選
ば
れ
、
都
の
展
覧
会

に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

墨の香り漂う会場

春風の中、784人が力走

足立区民体育大会
第42 回駅伝大会

舂
を
感
じ
さ
せ
る
温
か
い
風

が
吹
く
中
、
2
月
了
日
、
荒
川

河
川
敷
で
「
足
立
区
民
体
育
大

会
第
4
2回
駅
伝
大
会

が
行
わ

れ
ま
し
た
。

9
8チ
ー
ム
、
7
8
4
人
が
参
加
。

沿
道
に
も
5
0
0
人
を
超
す
区
民
が

応
援
に
駆
け
つ
け
る
中
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
チ
ー

ム
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
男
子
一
般
…
千
住
消
防
署
B

▽
男
子
高
校
・
学
生
…

足
立
学
園
高
校

▽
男
子
中

学
生
…
東
綾
瀬
中
学
校

▽

女
子
高
校
・
一
般
・・・
墨
東
走

友
会
レ
デ
ィ
ー
ス

▽
女
子

中
学
生
・・・
柬
綾
瀬
中
学
校 「ガ ン バ レ ク」沿 道 も応 援 で い っぱ い
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保
健
ガ
イ

ド

痴
呆
の
理
解
と
接
し
方

家
族
や
ま
わ
り
の
人
た
ち
と
の

人
間
関
係
を
よ
く
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
い
い

か
、
ど
こ
に
相
談
す
る
か
な
ど

専
門
医
が
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
3

月
2
日
(
火
)
、午
後

2
時
～
4
時

講
師

高
橋
正
雄
氏
(
東
京
大

学
精
神
衛
生
学
医
師
)

S
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精
神
保
健シ

ン
ポ
シ
ウ
ム

精
神
障
害
っ
て
ど
ん
な
こ
と
?

精
神
障
害
者
も
地
域
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吶
神
障

害
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
ま
た
、
精
神
障
害
者
は
地

域
で
ど
う
い
う
生
活
を
し
て
い

る
の
か
、
精
神
科
医
師
や
作
業

所
指
導
員
等
か
ら
話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
心
の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い

。

日
時
3

月
5

日
(
金
)
、
午
後

1
時
3
0分
1
3

時
3
0分

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

伊
藤
匱
政
氏

(
東
京
足
立
祠
院
医
師
)
、
佐

々
木
真
佐
子
氏
(

作
業
所
指

導
員
)
、
藤
野
邦
夫
氏
(
精
神

保
健
セ
ン
タ
ー
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中
央

朮
町
保
健
相
談
所

゛
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

講
演
会
子
供
た
ち
の
目
が
疲
れ
て
る

大
き
な
テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ミ
コ

ン
、
ビ
デ
オ
な
ど
で
子
供
た
ち

の
目
は
峺
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

家
庭
で
ど
ん
な
こ
と
を
注
意

し
た
ら
よ
い
か
、
地
域
で
ご
つ

解
決
し
て
い
け
る
か
、
祠
院
で

実
際
に
子
供
た
ち
に
接
し
な
が

ら
視
力
の
発
達
や
回
復
の
た
め

に
活
躍
し
て
い
る
視
能
訓
練
士

を
迎
え
て
、
子
供
た
ち
の
目
を

め
ぐ
る
現
実
と
対
策
を
考
え
ま

し
ょ
う

。

日
時
3

月
5
日
(
金
)
、
午
前

1
0時
～
正
午

場
所

梅
田
住
区
セ
ン
タ

ー

(
児
童
館
)

梅
田
6
-
2
6
-
　
I

昔
(
3
8
4
8
)
3
4
2
1

演
題
・
講
師

「
子
供
た
ち
の

目
が
疲
れ
て
る
!

」
‘・・
相
場

渉
子
氏
(

東
部
地
域
病
院
視

能
訓
練
士
)

「
保
健
所
の
子

供
の
健
診
か
ら
寸
・
山

田
志

津
江
(

中
央
本
町
保
健
相
談

所
)

対
象

お
母
さ
ん
と
子
供
た
ち

(
O
歳
児
も
ど
う
ぞ

、
遊
び

場
も
あ
り
ま
す
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に

妊
婦
体
操
と
呼
吸
法

も
う
す
ぐ
、
お
母
さ
ん
・
お

父
さ
ん
に
な
る
方
が
、
妊
娠
・

出
産
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め

の
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
3
月
1
9
日
(
金
)
、
午
後
　

1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

対
象

妊
娠
5
ヵ
月
以
降
の
方

定
員
4
0
組

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

千
住

保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

障
害
児
歯
科
診
療

在
宅
高
齢
者

訪
問
歯
科
診
療

区
で
は

、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
で

、
次
の
歯
科
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す

。

□
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
り

、
こ
れ
ま
で
一
股
の
歯
科

診
療
所
で

治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に

、
歯
科

診
療
を
行
い
ま
す

。

対
象

区
内
在
住
の
1
8
歳
未
満

の
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る

方
で

、
診
療
場
所
ま
で
通
院

可
能
な
方
(

ご
家
族
の
同
伴

が
必
要
で
す
)
。
な
お

、
誼
度

の
方
の
ご
相
談
も
受
け
付
け

ま
す

診
療
日
時

毎
週
木
・
土
曜

日
、
午
前
9
時
～
正
午
(
祝

日
、
年
未
年
始
旁
球
く
)

診
療
場
所

足
立
区
歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
般
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
高
齢
者
の

方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問
し
て

診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で
、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時

毎
週
火
～
土
曜
日

百
時
は
事
前
に
連
絡
し
ま

す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
開
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

―

い
ず
れ
も
―

申
込
日
時
毎
週
火
～
土
曜
　

日

、午
前
9

時
3
0分
1

正
午

、

午
後
1
時
～
3
時
3
0分
(
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
)

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

保
健
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
(
足

立
区
歯
科
医
師
会
館
2
階
)
　

さ
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2
　
F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2

申込・問合せ先
足立区歯科医師会口腔保健センター
( 社)足立区歯科医師会館2 陪
住所 千住1- 5- 583882- 3882

3 月の献血 ご
協
力
く
だ
さ
い

日
程

下
表
の
と
お
り

受
付
時
間
い
ず
れ
も
、午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
昼
食
・
　

休
憩
時
間
奮
朕
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー

S
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1
　

本
庁
舎
(
千
住
)・
保
健
予
防
係

豐
(
3
8
8
2
)
-
1
1
1

㈹

献 血 の 日 程 表

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す

運

動
(
1
0
)

大
正
3
年
に
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
が
始
ま
り
ま
し

た
。日
本
の
経
済
は
、
そ
の

影
響
を
受
け
て
著
し
い
発
展

を
見
せ
た
反
面
、イ
ン
フ
レ

と
物
価
高
の
た
め
、
貧
富
の

差
が
広
が
り
零
細
な
晨
漁
民

や
都
市
労
働
者
の
生
活
が
一

層
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

特
に
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
見

越
し
た
大
地
主
や
商
社
、
米

商
人
な
ど
が
投
機
的
な
米
の

買
い
占
め
を
行
っ
た
結
果

、

大
正
7

年
6

月
ご
亞

…
fら
米

価
は
天
井
知
ら
ず
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
に
上
が
り
ま
し
た

。

大
阪
で
は

、
米
I

升
2
3
銭

だ
っ
た
の
が
、
2
ヵ
月
浚
の
8

月
に
は
倍
近
い
4
0
銭
以
上

に
も
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。

大
正
7

年
の
買
い
占
め
に

よ
る
米
価
の
異
状
な
濆
上
が

り
。
し
か
し
、
賃
金
は
い
っ

こ
う
に
上
が
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
米
よ
こ
せ
運

動
、
す
な
わ
ち
粱
騒
黔

が
起
き
ま
す
が
。
こ
れ
が
部

落
解
放
へ
の
立
ち
上
が
り
の

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。米

騒
動
は
、
大
正
7
年
の
7

月
に
富
山
県
の
魚
津
、
滑

川
な
ど
の
漁
民
の
主
婦
が
米

よ
こ
せ
運
動
を
始
め
た
の
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
8
月
に

入
っ
て
全
国
に
広
か
っ
て
い

き
ま
し
た
。

そ
の
規
模
は
、
全
国
で
数

十
万
人
に
も
の
ぼ
る
人
々
が

参
加
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が

同
和
地
区
の
人
々
も
、
長
い

間
苦
し
い
生
活
状
態
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・

同
和
対
策
担
当
へ
。

その1台が 街の迷惑

自転車放 置禁止区 域案内

竹ノ塚駅周辺
駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
、
歩
行
者
な
ど
の
通
行
や
緊
急

活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね

瓱
m
以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区

域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
区

域
内
の
放
置
自
転
車
は
、
区
が
撤

去
し
て
自
転
申
移
送
所
へ
運
び
、

保
管
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
を
引
き
取
る
と
き
は
、

撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し

ま
す
。
ま
た
、
撤
去
浚
2
ヵ
月
を

過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

竹
ノ
塚
駅
周
辺
は
、
ス
ー
パ
ー

へ
の
買
い
物
、
遊
技
塲
等
糞
利
用

す
る
方
の
自
転
車
が
道
路
に
あ
ふ

れ
、
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
買
い
物
等
で
駅
周
辺
に
お
出

掛
け
の
方
は
、で
き
る
だ
け
歩
き

で
。
ま
た
自
転
車
の
場
合
は
、
必

ず
自
転
申
置
き
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
自

転
車
対
策
係

`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

※放置自転車移送所(撤去先) 竹の塚移送所 東伊興町36番先
( 竹の塚清掃工場沿いの東武繚高架下)

竹ノ塚駅周辺自転車放置禁止区域

竹ノ塚駅周辺の駐輪場

□ 区営駐車場

□ 公営駐車場

□ 民営駐輪場
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機 は 熟し てき た
もっと身近に　もっと便利に

特別区を自立した基礎的自治体へ

特別 区は 、東 京23区だ けに み られ る 制度
で す。 足立 区を はじ めと す る特 別区 は一 番

身 近な とこ ろで 、皆 さん の 事ら しを 支え て

い ます 。と ころ が、23区 には 都 の内 都団 体

的 性格 が残さ れ てお り、「市 」より も 権限 が
制約 さ れてい る ため 、そ の力 を十 分に 発 揮

する こと がで き ませ ん。 そこ で特 別 区は 現

在、 区民 の腎 さ んとと も に、 都と 協力 し て

特別 区 制度の 改 革に取 り 組ん でい ます 。改

革の 内容 は、特別 区の「基 本的 性格 の改 革」、

「事 務柚 能の 拡充 」、「財政 自主 権 の強 化」

の3 つの 柱に まと める こと がで き ます 。制
度改 革に よっ て。特 別 区はど う 変わ るの か 、

ど ん なメ リッ トが ある のか など をお 知 らせ

します 。

清 掃 事 業 の 収 集 ・運 搬 ・処 理 ・

処分の基本的 な流れ(移管後)

基
本
的
性
格
の
改
革

特
別
区
と
市
の
違
い

特
別
区
は
市
と
ほ
ぼ
同
様
の

権
能
を
持
つ
て

い
ま
す
が

、
李

務
の
内
容
や
財
政
の
仕
組
み
な

ど
で

、
一
般
の
市
と
異
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

。

例
え

ば
、
木
来
は
市
が
ほ
う

弔
務
の

う
ち

、
清
掃

、
消
防

、

に
・
ド
水
直
な
ど
は

、
特
別
区

で
は
な

く
都
か
行

っ
て
い

ま

す

。
町
政
の
面
で
も

、「
都
区
附

政
調
整
制
度
」
と
い
う
仕
糾
み

が
殿
け
ら
れ
て
お
り
都
又
問
お

よ

び
特
別
区
相
互
間
で

財
源
の

調

整
か
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

基
本
的
な
性
略
に
つ

い
て

は

、
巾
が
「
地
方
公
共
同
体

」

と
し
て

、
恵
法
で
そ
の

自
治
喙

か

保
障
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し

て

、
特
川
X
は
酩
の
内
部
団
体

的

性
哂
か
ら

、
憲
康
に
い
う
地

力

公
八
団
体
に
は
あ
た
う
な
い

と
さ
れ
て
き
ま
し
た

。

区
の
成
り
立
ち
と
特
例

な
ぜ

、
こ
の
よ
う
な
特
別
な

区
と
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
そ

れ
は
明
治
2
2年

、
東
東
戀
が
1
5

区
で
誕
乍
し
た
と
き
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す

。
こ
の
東
京
巾
は
昭

和
7

年

、3
5区
に
拡
張
さ
れ

、

足
立
X

も
発
足
し
ま
し
た

。
昭

和
1
8
年

、
東
京
市
が
東
京
都
と

な
っ
て
も

、
区
に
市
と
同
様
の

権
限
は
与
え
ら

れ
ず

、
四阿

の
制

度
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た

。

昭
和
2
0
年
以

降
、
憲
法
の
制

定
や
た
び
た
び
の
地
方
自
冶
法

の

改
正

、
こ
と
に
昭
和
韵
尓
の

改
正
に
よ
り

、
区
艮
公
選
和
の

復
活
な
ど

、
特
別
X
9

日
立
畦

は
大
幅
に
強
化
さ
れ
ま
し
た

。

し
か
し

、
符
別
区
に
は

、
一
艇

の
市
に
は
な
い
特
例
が
あ
り

、

今
だ
に
都
の
内
部
的
団
体
に
と

ど
稾
る
邵
分
か
あ
り
ま
す

。

罔
え
ぱ

、
乱
は
特
別
区
相
互

冏
を
調
整
す
る
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
か
で
き

、
一
般
の
穹
県

と
市
町
村
と
の
関
係
の
塲
台
よ

り
も

、
強
い
調
整
権
限
か
乱
に

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た

、
市
町
村
の
間
で
境
外

変
更
を
し
た
り
台
併
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か

、
そ
の
提
笑
は

関
係
す
る

巾
町
村
が
で
き
ま

す

。
し
か
し

、
特
別
区
で
は

。

こ
れ
を
提
案
で

き
る
の
は
区
で

は
な
く

、
都
知
事
で
す

。

自
分
の
ぼ
域
の
見
直
し
に
つ

い
て

、
区
は

、
都
知
亭
の

提
案

に
つ
い
て

、
同
意
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
す

。

区
を
憲
法
上
の
自
治
体
に

今
回
の
改
革
で
は

、
ご
み
の

収
集
・
運
搬
な
ど
区
民
に
身
近

な
甲
務
は

、
て
さ
る
だ
け
都
か

ら
区
に
移
す
と
と
も
に

、
区
を

配
の
内
部
団
休
的
に
扱
う
各
種

の

特
例
を
兒
崑
し
ま
す

。

こ
れ
に
よ
り
、
区
は
自
主
性

・

自
立
陛
か
一
喘
強
叱
さ
れ
、

市
と
同
康

「
昼
礎
的
な
地

方
公
共
団
応
」
に
叫
確
に

に
趾
づ
け
ら
れ
ま
す

。
ま

た

。
都
は
広
峨
的
行
政
に

専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
改
革
が
尖

・現
す
れ
ば

。
特
別
区
は
磨

置
で

保
璋
さ
れ
た
地
乃
公

共
団
体
と
し
て

認
め
ら
れ

る
も
の
と
い
え
ま
す
。

事
務
権
能
の
拡
充

現
在
の
都
区
の
役
割
分
担

巾
町
村
と
都
逎
府
県
の
事
務

分
担
は

、
前
者
は
砧
辺
的
な
自

冶
体
と
し
て

、
吐
民
の
日
穴
生

活

に
直
結
す
る
唄
吻

を
処
皿

し

、
唆
お
は
市
町
村
を
包
括
す

る
広
域
的
な
自
治
体
と
し
て

、

山
町
付
の

ぼ
域
を
砥
え
る
広
域

的
な
事
笳
や

、
巾
町
卜
で
は
処

刈
で
き
な
い
艇
呪
の
唄
M

な
ど

を
処
理
し
て
い
ま
す

。

現
庄
、特
別
区
は
、高
齢
占

心
翊
や
保
弯
所
な
ど
の
哇
会
福

阯
、公
園
や
迺
路
密
㈲
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
、X
・
尺
の
生
活
に
口
近
な
多

く
の
什
唱
を
G
つ
て
い
ま
す
。

一
巧

、
都
は
人
兔
の
町
延
小
吻

の
ほ
か

、こ
み
の
心
集
・
浦
搬
な

ど
の
卜
氏
に
身
近
な
事
務

も
い
っ
て
い

ま
す

。

こ
の
よ
う
に

、
区
と
都

の
双
な
で
ぼ
民
に
身
近
な
仕
亊

を
h

つ
て
い
る
た
め

、
区
民
の

皆
さ
ん
に
吋
す
る
乱
区
の
げ
政
a

年
が

。下
叫
確
と
な
っ
て

い
ま

寸
ま
た

。
乱
と
し
て
も

、
広
域

心
な
吋
心
か
畆
要
と
さ
れ
る
皿

叩
に

、
ツ

ぶ
す
る
こ
と
か
奪
し

く
な
つ
て
い
ま
す

身
近
な
仕
事
は
都
か
ら
区
へ

今
回
の
改
革
で
は

、
乱
区
の

事
務
分

担
を
見
直
し

、
特
別
区

は
区
民
の
上
活
に
身
近
な
什
嗔

を
ほ
い

、
都
は
人
都
小
東
京
の

牋
能
を
咀
持
す
る
た
め

、
広
喊

的
・
一
元
的
に
対
心
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
皿
一

を
ほ
う
こ
と

と
し
ま
す

卜
尺
の
阯
囗
の
り
鴣
に
密
a

し
た
卜
少

こ
、
ま
さ
に
符
別
卜

が
G

う
べ
さ
皿
事
と
し
て

、
ま

ず

、
こ
み
の
収
集
・
運
搬
が
あ

け
ら
れ
ま
J

次
に

、
区
は
特
定
街
ぼ
の
指

定
の
什
甲
を
引
き
受
け
よ
う
と

号
え
て
い
ま
す

。
こ

れ
は

、
容

吶
率
な
ど
の
建
築
物
に
関
す
る

眤
制
を
い

っ
た
ん
外
し

、
地
域

に
合
り
た
姓
物
と
企
間
を
作
り

川
す
札
小

計
川
の
方
乙
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

こ
れ
が
友
凡
す
れ
ば
、卜
は

、

厄
域
の

特
性
に
合
つ

た
力
皿

で
ご

云
っ
つ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
で

き
ま
す

。

こ
の
ほ
か
に
も

、

▽
有
告
客
庭
川
品
の

麗
制
に
闃
す
る
弔

務

▽
符
定
建
築
初
へ
の
己
ち
入
り

検
査
等
の
事
秘

▽
児
童
相
談
所
に
闃
す
る

事
務

▽
紅
築
膾
記
事
防
(

床
面

積
、5

千
が
以
卜
を
廴
勺
㎡
以
下

に
引
き
上
け
る
)
、な
ど
か
あ

り
ま
す

。

な
お

、
ご
み
の
焼
却
・
皿
め

立
て
や
L

・
卜
水
道

、
消
防
な

ど
の
仕
事
は

、
広
域
的
処
理
お

よ
び
一
元
的
迎
営
か
必
箭
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
跖
が

苟
う
こ
と
に
な
り
ま
す

。 生 活全 般に わた っ て、 区は 様々
な 行政 課題 に取 り組 ん でい ます

ま ち づ
く り は 区 の 大 き な 仕 事 の

一 つ で す

( 千住
曙 町 上 空 か ら 北 千 住 駅

、

荒 川 方 向 を 写す

)

財
政
自
主
権
の
強
化

今
の
財
政
の
仕
組
み

都
と
X

の
間
に
は

、「
都
区
叫

政
調
整
制
度
」
と
い
う
皿
特
な

汢

梹
み
が
あ
り
ま
す

。そ

れ
は

、

都
が
条
例
に
防
つ
き
S
区
ご
と

に
嚶
叩
的
な
行
政
経
叫
と
心
人

を
算
定
し

、
必
要
な
径
費
が
収

べ
を
祠
一
え
る
尺
に
は
「
跫
付
金
」

を
ぞ
け

。
収
へ
か
乙
要
な
経
費

を
超
え
る
区
は

納
付
芦

を

都
に
納
付
す
る

、
と
い
う
も
の

で

す
。

交
付
金
窃

原
に
は

、
調
整

睨
(
配
が
賦
課
徴
収
し
て
い
る

巾
町
村
呪
の
I
君

、
市
町
村
尺

心
法
人
分

、
固
定
資
産
税

、
特

引
土
地
保
自
黝

の

匸
疋
部
分

と
納
付
急
か
あ
て

ら
れ
て
い
ま

す

。
こ
の
町
源
が
仆
足
す
る
賜

自
に
は

、
郤
か
自
ら
の
同
源
で

哺
う
仕
組
み
(

総
額
鬩
て
ん
乞

呑

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

今
の
財
政
の

仕
組
み
の
問
題
点

都
が
必
要
な
経
費
と
し
て

算

足
す
る
K

の
日

箏
は

、2
3
尺
に

八
通
す
る

も
の

が
中
心
な
の

で

。
区
が
地
域
に
合
っ
た
特
色

の
あ
る
皿
小
を
し
て
も

、
そ
の

糾
費
は
な
か
な
か
認
め
ら
れ
ま

せ
ん

。

毎
年

、
都
が
区
に
配
一分
す
る

お
金
岑
爬

め
る
の
は

、7

月
ご

ろ
で

す
。K
は
そ
れ
ま
で
使
え

る
お
企
の
総
額
が
分
か
ら
ず

、

町
庫
が
常
に
安
定
的
に
確
保
さ

れ
て
い
兮

は
い
え
ま
せ
ん

。

こ
れ
で
は

、
区
か
自
一

し
た

日
冶
体
と
し
て

、
乱
画
的
に
仕

亊
を
疋
め
て
い
く
こ
と
か

、
難

し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

ま
た
こ
の
ほ
か
に
も

、
税
町

且
に
闃
す
る
い
く
つ
か
の
特
例

が
あ
り

、
検
剖
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す

。

新
し
い
財
政
の
仕
組
み

都
区
悶
溶

源
配
分
に
つ
い

て

、
阨
年
度
配
分
割
台
を
定
め

る
方
法
を

収
め
て

、
都
と
区
の

仕
事
に
合
わ
せ
て

、
お
金
(
調

整
脱
)
を
都
の
分
と
区
の
分

に

は
っ
き
り
配
分

す
る
よ
う
に
し

ま
す

。
ま
た

、
総
額
哺
て
ん
主

義
は
鹿
止
し
ま
す

。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

、
区
は

自
前
の
収
入
を
も
と
に
し
て

、

地
霞
の

実
哂
に
合
っ
た
仕
乖
を

自
主
的
・
乱
回
的
に
り

つ
こ
と

か
で
き
や

そ
つ
に
な
り
ま
す

。

一
方
、K
椙
り
閥
の
叫
皿
嵋

黔
は
、制
度
改
革
汝
も
ご
口
只

水
倨
の
均
衡
を
㈲
る
た
め
に
研

け
る
必
要
甃
り
ま
す
。こ
の

新
し
い
町
政
調
整
ヴ
佐

、
舁
叱

方
法
の
改
4

を
閃
る
と
と
も
に

納
付
金
か
吃

止
し
て

、
卜
の
白
H

性
を
昴
め
よ
け

な
お

、
こ
の

改
革
は

、
都
区

川
の
お
企
の
分
け

勺
宵

え
る

だ
け
で
す
か
ら

。
区
心
の
柘
さ

ん
の

税
企
が
増
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

。

制度改革の実 現へ向けて
地
域
か
ら
の

発
想
を
大
切
に

2
1
世
紀
を
川
改
に
ひ
か
え
、

目
さ
ま
し
い
発
展
を
叭
け
て
い

る
大
都
市
東
京
。2
3
卜
に
は

、

一
国
の
人
囗
に
も
相
顋
す

气
M

リ
人
も
の
人
々
が
何
ら
し
て

い
ま
す

そ
こ
に
は
ま
た

、
高
齢
乙
陥

川
や
り
七

、
こ
み
の
減
り
や
り

サ
r
ク
ル
な
ど

、
ぼ
々
な
川
題

が
あ
る
の
も
現
実
で
す

。
こ
れ

ら
の

課
題
を
解
皿
す
る
た
め
に

は

、
生
活
の
駄
盤
が
あ
る
皿
域

か
ら
の
発
皿
が
必
要
で
す

2
3
x
と
一
囗
に
言
つ
で

も
、

地
域
ん
持
才
や
ぷ
え
て
い
る
問

伍
は
、

そ
れ
そ
れ
異
べ

て

い

ま
す
。
二
力
た
め

、
画
一
卜
な

大
尽
市

行
片
に
限
卜
が
あ
る
内

に
I
ト
ニ
か
で
す

特
別
区
訌

今
の
改
卜
は

、2
3

区
の
特
怛
や
個
恫
を
り
巾
し

、

地
只
か
ら
の
I
舁
リ
ふ
凡
y
に
し

な
か
ら
、仕
屮
を
し
よ
う
と
い

つ
二
で
す
そ
厶
勹
と
肖
り

を
区
か
持
八
て
、区
良
の
千
さ

人

と

語

リ

い
い

な

が

ら

、

ま

ち

づ
く

り

を

肬
い

こ

い
こ

う

と

い

う
こ

と
で

す

平
成
7
年
4
月

ス
タ
ー
ト
が
目
標

特
別
区
は
、
区
民
の
い
‥
さ
ん

と
と
も
に
、
祁
引
区
制
度
改
革

の
刺
現
に
向
け
、
多
り
に
わ
た

り
一
仁
を
進
め
て
さ
ま
し
た
。

そ
白
い
亟
、
平
成
2
年
9
月
に
、

地
方
刑
度
調
肖
介
毓
勺
川
度

に
闃
す
る
巾
叫
を
堺
議
す
る
、

総
理
大
臣
の
ぷ
円
网
闡
か
ら
「

都
区
川
り
の
改
卜
に
関
す
る

介
い

が
出
さ
れ
、
区
の
自
治

川
を
拡
充
す
る
方
向
か

お
さ
れ

ま
し
た

こ
の
冷
申
の
内
容
を
具
休
匕

す
る
た
め
、
都
と
区
は
喫
卜
を

続
け
て
き
た
吸
旡
を
昨
年
の
1
0

月

、
「
都
卜
制
度
次
吊
に
闃
寸
る

申
間
の
よ
と
め
」と
し
て
応
召

、こ
の
際
、鈴
木
都
知
事
は
、一
休

穴
7

り
1

冂

を

メ

ド

に
顯

心

玖

ヴ

の

工

曵
を

図

る

た

め

、
全

庁

を
7

け
て

収

り

砠

む

と

、

決

意
を

ぶ

り
ま

し

た

い
よ
い
宍
コ
ー
ル
が
以
え

て
さ
た
制
度
改
革
。区
か
、区

民

に

吊

包
身

込

な

八
い
眤
叩

目

卜

休
に

な

る
と

い

う
こ

と
は

、

そ

叔

だ

け

重
い

肖

吁

を
引

き

々

け

る

と

い

う

こ

と

で

包

あ

り

ま

す

こ

の
剔

変

改

芒

三

日

も

‥
二

粱

川

す

る

た

め

、
弛

さ
人

の

よ

り

一
哨

の

ご

理

听
と

こ

幃

勺

を

お

頤
い

し

ま

す

昨年の10月23日、約2000人の参加者が
あった「新しい23区を実現する集い」

身 近 な 仕 事 を 区 が 行 え ば … ご
み
の
収
集
・
運
搬

「
ア
ル
ミ
缶
や
十
孔
パ
ッ

ク
の
冉
利
川
は
ど
う
す
る
の
?

」「
収
喫
日
を
も
っ
と
吶
や

し
て
!

」「
こ
み
矜
き
痢
を
も

っ
と
絹
や
し
て
!

」

厄
日
の
乍
活
に
か
か
わ
り

の
深
い

ご
み

、
収
集
・
運
搬

か
ら
処
理
・
処
分
ま
で
。
す

べ
て
都
の
陟
甲
に
な
っ
て
い

る
う
え
、
2
3区
全
体
に
わ
た

っ
て

作
業
を
し
て
い
る

の

で
、
ま
ち
の
声
に
き
め
細
か

く
、
素
り
く
応
じ
て
い
く
の

は
難
し
い
現
状
で

す
。

こ
の
う
ち
、
区
か

収
集
・
運
搬
を
り
え

ぱ
、
こ
み
に
つ
い
て

の
意
見
や
苫
哨
を
、
気
軽
に

区
へ
寄
せ
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
岐
の
実
娉

に
に
じ
て

、
収
集
日
や
ご
み

置
き
堝
を
変
え
た
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
や
り
方
に
合
わ
せ

た
収
襲
方
法
に
変
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
延
は
、
地
球

的
規
嘆
の
環
晩
保
全
の
俔
已

か
ら
も
、
緊
勺
に
取
り
阻
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
こ

の
翼
跖
に
こ
た
え
る
た
め
に

は

、ご
み
乱
し
あ
る
い
は
、膓

め
る
段
階
か
ら
地
域
の

片
さ

ん
と
区
が
連
携
し
て

、
ご
み

の

減
9
化
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
昃
も
効
果
的
で

す
。

区
も
、
区
民
の
生
活
に
深

く
か
か
わ
る
こ
み
の
収
集
・

運
搬
を
自
ら
受
け
持
ち

、
碵

唖

的
に
こ

み
の
減
量
化

を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
こ
み

問
題
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

ご みの 減量 と密 接に 関
係 す る リ サ イ ク ル 活 動

個
性
豊
か
な
教
育
を

皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
r

匪
の
教
竒
。
区
の
夕

弯
委
員

会
は
、
よ
り
良
い
学
校
歌
育

を
め
ぎ
し
、
校
舎
な
ど
の
施

設
の
整
備
や
、
入
乍
や
転
験

の
弃
碗
き
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
汢
伊
を
し
て
い
ま

す
。

し
か
し

、
市
町
村
の
教
育

委
叭
会
と
比
べ
る
と

、
制
度

卜
で
き
な
い
叶
一

が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
乍
咬
の
入
生

の
賞
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、

校
艮
先
生
の

意
に
を
経
由
す

る
だ
け
で

、
区
と
し
て
の
甘

貶

を
、
都
の

教
育
蚕
図
会
に

言
う
権
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
各
学
校
で
作
る
カ
リ

キ
ー
フ
ム
の
基
皿
を
呎
め
た

り
、
了
似
た
ち
か
使
う
教
科

書
か
羞

ぶ
の

も
、
都
の

教
町

委
日
公
の
仕
申
で
す
。

今
回
の
制
暖
改
革
で
は
、

区
の
教
育
委
員
会
が
で

き
る

仕
甲
を
、
市
町
付
と
同
じ
に

し
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
、

地
域
の
実
椨
を
よ
く
分

か
っ
て
い
る
ド
が
、
主

体
的
に
教
り
に
収
り
組

め
ま
す
。
七
さ
ん
の
e

見
を
き
め
珊
か
く
聞
き

な
が
ら
、
貞
任
を
持
っ

て
粧
の
高
い
、
個
性
吟

か
な
教
り
を
実
麗
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子
供
の
相
談
は

連
携
を
図
っ
て

区
は
、
教
育
、
育
児
、
保
育

な

ど

、
子

供

に
つ

い
て

の

様
々

な

相

談

を
受
け

て

い

よ

り
が

、

都

の
児

童

相

談

所
て

し

相
談

を
に

て

い

よ

す

子

供

に
つ

い

て

の

卜

み
こ

と

弌

い

く
つ

も

し

原

因

が

か
ら

み

あ

つ

て
い

る

こ

と

が

多

く
、

実
際

に

ぶ

、
児

童
相

談
所

、
学

校
、
保
健
弔
、
福
祉
事
務
所

な
ど
が
り
い
に
啗
句
し
て
解

冲
を
図
つ
て
ぃ
ま
I
'
り

そ
こ
で
、
区
は
部
か
や
っ

て
ぃ
る
児
童
相
談
所
の
卜
叩

を
引
き
受
け
て
、
子
供
に
闃

す
る
柑
談
は
で
き
る
限
り
卜

の
汢
唄
に
し
ょ
う
と
畛
え
て

ぃ
ま
す
。
こ
う
す
れ
ぱ
、
児

童
相
談
听
を
巾
し
と
し
て
、

各
種
相
談
の
連
携
を
図
る
こ

と
か
て
さ
、
今
以
ー
に
相
談

体
制
が
充
実
し
ま
す
。

制 度 改 革 が実 現するまで の 手 順

特
別
区
制
度
の
改
革
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は

、本
庁
舎
(
千
住
)
・
企
画
課
へ

。

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹
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本 庁 舎( 千 住) へ の お 問 い 合 わ せ は …

3882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
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保

険

4 月1 日から

国民健康保険証 が

新しくな ります

現
在
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る

「
国
民
健
康
保
険
証
」
は
、3

月
3
1
日
で
有
効
期
限
切
れ
と
な

り

、使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

。

4
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い

国
民
健
康
保
険
証
に
変
わ
り
ま

す
。
祠
院
や
診
療
所
な
ど
で
診

療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新

し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

。

□
新
し
い
保
険
証

▽
一
般
被
保
険
者
証
・
:さ
く
ら

色
▽
退
職
被
保
険
者
証
…
濃
ク
リ

ー
ム
(

湟
い
黄
色
)

□
保
険
証
の
交
付
方
法

4
月
1

日
か
ら
使
用
で
き
る

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
は

、
3

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し

、
長
期
間
何
も
連
絡

な
く
保
険
料
の
納
付
が
な
い
な

ど
、
資
格
の
確
認
が
必
要
な
世

帯
に
は
、
国
民
健
康
保
険
課
の

窓
口
で

確
認
後

、
直
接
お
渡
し

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

。

(
学
)
(学
生
用
)
・
(
遠
)
(遠
隔

地
用
)

の
保
険
証
は
自
動
的
に

更
新
(
郵
送
)
し
ま
せ
ん
の
で

、

該
当
の
世
帯
に
お
送
り
し
て
い

る
申
請
書
を
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い

。

□
保
険
証
が
届
い
た
ら

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
が

届
き
ま
し
た
ら

、
記
載
さ
れ
て

い
る
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

も
し

、
記
載
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
ら

、
国
民
健
康
保
険
課

ま
た
は
区
民
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い

。

ご
自
分
で
訂
正
し
た
り

、
書

き
込
ん
だ
り
す
る
と
国
民
健
康

保
険
証
は
無
効
と
な
り
、
医
療

機
関
で

使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す

。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
古
い
保
険
証
は
お
返
し
く
だ

さ
い有

効
期
限
の
切
れ
た
国
民
健

康
保
険
証
は
、
国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返

し
く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

特
定
疾
病
療
養

受
療
証
も
新
し

く
な
り
ま
す

人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い

る
方
が
お
持
ち
の
「
国
民
健
康

保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

も
、
4
月
1
日
か
ら
新
し
く
な

り
ま
す
。
新
し
い
国
民
健
康
保

険
証
と
は
別
に
郵
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
古
い
受
療
証

は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は

区
民
事
務
所
に
お
返
し
く
だ
さ

い
(
郵
送
可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付

係{
`
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

年

金

便
利
で
す

口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税

、
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
に
は

、
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
を
利
用
し
ま
す
と
預
金
口
座

か
ら
納
期
ご
と
に
自
動
的
に
納

付
さ
れ
た
い
へ
ん
便
利
で
す

。

利
用
で
き
る
金
融
機
関

銀
行

・
信
用
金
盥
・
農
業
協
同
組

合
・
ろ
う
き
ん
(

郵
便
局
を

除
く
)

申
込
方
法

預
金
通
帳
と
通
帳

印

、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を

持
参

申
込
先

各
金
融
機
関

、
区
役

所
(

納
税
課

、
国
民
健
康
保

険
課
、
国
民
年
金
課

、
区
民

事
務
所
)

※
特
別
区
民
税
・
都
民
税
を
6

月
末
日
ま
で
に
1

年
分
ま
と
め

て
納
め
る
と
、
報
奨
金
が
受
け

ら
れ
ま
す

。
報
奨
金
は
第
4
期

分
の
m
一
%
で
す
(

上
限
は
2

万
5

千
円
)
。
ま
た

、
国
民
年
金
保

険
料
を
4

月
末
日
ま
で
に
1

年

分
ま
と
め
て
納
め
る
と

、
毎
月

払
い
に
比
べ
て
3

千
4
0
円
安
く

な
り
ま
す

。ど
ち
ら
の
場
合
も

、

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

問
合
せ
先

▽
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・
:
納
税
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
0
1
　

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:
国
民

健
康
保
険
課

S
(
3
8
8
0
)
5
1
3
`
j
　

▽
国
民
年
金
保
険
料
…
国
民

年
金
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め

や
す
い
毎
月
納
付
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
月
の
納
期
限
は
、
翌

月
の
末
日
で
1
月
分
の
保
険
料

の
納
期
隕
は
3
月
1
日
で
す
。

お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
へ
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
-
6
I

3

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
3

月
3

日
(
水
)
、
午
前

1
0時
I

午
後
3

時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2

階
、

剛一
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
ご
と
に

、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
官
が
お

答
え
し
ま
す

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ

ー
ナ
ー

」

は

、毎
月
第
1

水
曜
日
に
開
設

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

S
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

募

集

保
育
園
の

臨
時
職
員

申
込
資
格
1
8
歳
以
上
6
0歳
以

下
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
区
立
各
保
育
園

勤
務
職
種
・
時
間
・
賃
金
▽
　

産
休
・
病
欠
代
替
職
員
=
・
午
　

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
　

分
、時
給
8
2
0
円
▽
O
歳
児
　

保
育
職
員
(
4
月
か
ら
)
・
:
　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
、時
　

給
8
2
0
円
▽
特
例
保
育
保
母
　

・
・
牛
前
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
　

分
お
よ
び
午
後
4
時
～
6
時
　

(
ど
ち
ら
か
で
も
可
)
、時
給
　

Ⅲ
円
▽
延
長
保
育
保
母
・
・
・
　

午
後
5
時
～
7
時
、時
給
9
2
0
　

円
斑
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し
、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す
。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
保
育
第
一
係

ま
ち
づ
く
り

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
足
立
を
よ
ひ
魅
力

あ
る
暮
ら
し
の
ス
テ
ー
ジ
と
す

る
た
め
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
も
の

条
件
岑
蓆一た
す
方

▽
区
内

に
3
年
以
上
居
住
し
て
い
る

▽
満
3
5歳
以
上

▽
都
市
計

画
に
関
す
る
業
務
等
に
た
ず

さ
わ
る
方
で
、
ま
ち
づ
く
り

に
豊
富
な
知
識
と
経
験
の
あ

る
方
な
ど

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)・
ま
ち
づ
く
り
課

臨
時
職
員

看

護

婦

申
込
資
格

看
護
婦
免
許
取
得

者
勤
務
条
件

―
力
月
に
4
回
程

度
勤
務
可
能
な
方

勤
務
内
容

訪
問
看
護
指
導
　

く
わ
し
く
は
、
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健

相
談
所

保
健
指
導
担
当
　

昔
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

日
光
自
然
教
室

引
率
補
助
員

区
内
の
小
学
校
6
年
生
を
対

象
に
、2
泊
3
日
の
日
程
で
行

う
日
光
自
然
教
室
の
引
率
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
何

回
で
も
引
率
で
き
ま
す
。

資
格
・
条
件

教
員
免
許

ま
た
は
養
護
教
諭
・
保

健
婦
・
看
護
婦
の
資
格

取
得
者
で
年
齢
3
0歳
位

ま
で
の
方

勤
務
内
容
引
率
補
助

期
間
5
月
1
0
日
～
7
月
　

9
日
と
9
月
5
日
～
1
0
　

月
2
9日
で
都
合
の
良
い

勤
務
時
間

各
小
学
校
出

発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
2
　

泊
3
日

謝
礼
金

―
回
の
引
率
に
つ
き

3
万
6
千
円
(
税
込
み
)

申
込
期
限
3

月
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
校
外
学
園
係

教

育

外国人学校の

児童・生徒の

保護者の方に

補助金を支給

区
で
は
、
外
国
人
学
校
へ
児

童
・
生
徒
を
通
学
さ
せ
て
い
る

保
護
者
の
方
の
学
費
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
平
成
4
年
度

後
期
分
(
1
0月
～
3
月
)
の
補

助
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
方
法

▽
区
内
の
外
国
人

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
は
、
学
校
か

ら
の
指
示
に
し
た
が
っ
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
足
立
区
外
の
外
国
人

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
は
、
本
庁

舎
(
千
佐
)
・
私
学
振
興

担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
在

籍
証
明
書
(
区
所
定
様
式

の
も
の
)

▽
保
護
者
名

義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

を
除
く
)
口
座
振
込
の
番

号
確
認
に
必
要
な
た
め
　

▽
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇
住
)
・
総
務
課
私
学
振

興
担
当

新 庁 舎
ア ラ カ ル卜

エ レ ベ ー タ ー ・
エ ス カ レ ー タ ー

平
成
8
年
5
月
に
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
る
新
庁
舎

に
は
、
利
用
す
る
人
に
安
全

で
使
い
や
す
い
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設

置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
利

用
す
る
窓
口
は

、
1

・
2

階

と
な
る
予
定
で
す
の
で

、
2

階
へ
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

ご
利
用
が
便
利
で
す
。

2
階
以
上
へ
は

、
高
層
棟

の
メ
イ
ン
エ
レ

ベ
ー
タ

ー

(
6
台
)

ま
た
は
中
層
棟
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
(
2

台
)
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

そ
の
他

、
区
議
会
専
用

、

非
常
用
(

通
常
は
職
員
業
務

用
)

に
そ
れ
ぞ
れ
2
台

、
多

目
的
ホ
ー
ル
へ
の
荷
物
運
搬

用
に
1
台
設
置
し
ま
す

。

1
4階
の
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン

は

、
区
役
所
の
閉
庁
日
も
営

業
す
る
予
定
で
す

。
こ
の
た

め

、
地
下
駐
車
場
か
ら
I

階

を
経
由
し

、
1
4
階
ま
で

直
通

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
運
行
し

ま
す

。
2
5
秒
ほ
ど
で
1
4
階
へ

到
着
し
ま
す
。

現
在
は
技
術
も
進
み

、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
も
う
な
ぎ
登
り
の
勢
い

で
す

。
し
か
し

、
新
庁
舎
は

建
物
の
高
さ
と
安
全
性
を
考

慮
し

、「
輕
の
滝
登
り

」
程
度

の
速
さ
と
な
っ
て
い
ま
す

。

安
心
し
て

ご
利
用
く
だ
さ

い

。

八
庁
舎
建
設
室
▽

掲示
板

□
P
O
P
広
告
作
成
講
習
会

日
時
3

月
1
0日
(
水
)
、午

後
1
時
3
0分

場
所

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

テ
ー
マ

「
誰
に
で
も
描
け

る
P
O
P
広
告
実
汐

講
師

大
久
保
う
た
子
氏

(商
業
文
化
研
究
所
)

定
員
3
0
人
程
度

費
用

千
円
(
教
材
費
)

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
3

月
3
日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
都

市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3

□
障
客
者
の
た
め
の
カ
ル
チ

ャ
ー
ス
ク
ー
ル
・
第
8
期
生

徙
募
集

募
集
教
室

漫
画
、
童
画

絵
本
、
瓣
道

絵
固
ほ
か

場
所

こ
ど
も
の
城
(
渋
谷
)

受
講
料

教
材
費
の
み
実
費

負
担

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
F
　
A
X

申
込
先

日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ

協
会

豐
(
3
3
4
1
)
　
0
8
0
3

、F
A
X
(
3
　
3
5
9
)
7
9
6
4

問
合
せ
先

都
・
福
祉
局
在

宅
福
祉
課

昔
(
5
3
2
　
0
)
4
1
4
7

□
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知

ら
せ固

定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
第
4

期
分
の
納
期
は
、3

月
1
日
で
す

。
平
成
4

年
4

月
に
送
付
し
た
納
付
書
で

、

お
近
く
の
金
融
機
関
で
お
納

め
く
だ
さ
い

。

な
お

。
平
成
5

年
度
の
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期

間
は

、3
月
1

日
か
ら
2
2日

ま
で
の
予
定
で
す

。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務

所S
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
都
洋
裁
学
校
・
都
理
容
学

校
生
徒
募
集

都
・
社
会
福
祉
振
興
財
団

の
経
営
す
る

、(
1
)洋
裁
学
校

(
芝
校
・
立
川
校
)
(
2
)理
容

学
校
で
は
、4

月
生
を
募
集

し
ま
す

。

申
込
資
格
(
1
)
は
女
性
、(
2
)

は
中
学
校
卒
業
ま
た
は
同

等
以
上
の
学
力
の
あ
る
都

内
在
住
の
方

修
業
期
期
(
1
)は
半
年
ま
た

は
1
年
(
2
)は
1
年
ま
た

は
1
年
6
ヵ
月

出
願
期
限
(
1
)は
2
月
2
6日

(
2
)
は
3
月
5
日

問
合
せ
先

都
・
洋
裁
学
校

・
芝
校

昔
(
3
4
0
9
)
　
2
4
4
5

、
立
川
校

豐

0
4
2
5
(
2
4
)
1
4
0
　

8
、
都
・
理
容
学
校

昔

(
3
2
9
3
)
9
8
7
1

□
測
量
士
・
測
a
士
補
試
験

測
量
法
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
国
家
試
験
で
す
。

受
験
資
格

特
に
あ
り
ま
せ

ん
期
日
5

月
2
3日
(
日
)

申
込
期
限
3

月
5
日

く
わ
し
く
は
、
国
土
地
理

院
関
東
地
方
測
量
部

昔
(
3
2
0
1
)
7
5
8
1

へ

。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
職
不
可
。

投
稿
先・
:
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
子
育
て
教
室
「子
供
か
ら

の
S
O
S
」3
月
2
日

(
火
)
午
前
1
0
時
3
0
分
I
正

午
/
大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン

タ
ー
/
無
料
/
倫
理
研
究
所
　

伊
藤
昔
(
3
6
2
0
)
3

☆
第
6
回
青
井
あ
か
し
あ
祭
　

3
月
7
日
百
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
2
時
3
0
分
/
青
井

あ
か
し
あ
の
家
(

青
#
3
-
1
6
-
6
)
/

作
品
販
売
・
実

演
・
展
示

、
バ
ザ
ー

、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
な
ど

/
野
口

豐
(
3
8
4
8
)
4
4
7
8

=
募

集
=

☆
童
謡
を
う
な
っ
第
1
・

3
日
曜
日
、▽
子
供
…
午
前

1
0
時
～
正
午
▽
大
人
・
:
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
、

千
寿
第
4
小
学
校
/
月
額
2

千
円
(
子
供
は
歌
集
代
痂
円

の
み
)
/
原

音
(
3
8
8
2
)
6
9
8
6

☆
水
墨
画
(
足
立
塵
彩
会
)
　

第
1
・
3
日
曜
日
、午
前

1
0
時
～
正
午
ノ
エ
ル
ー
ソ
フ

ィ
ア
/
入
会
金
千
鶉
円
、
月

額
2
千
円
/
初
心
者
、
中
高

年
者
歓
迎
/
樌
島

昔
(
3
8
5
0
)
2
7
2
7

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
エ
レ
ガ
ン

ス
)

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7

時
～
9
時
/
千
住
地
域
付

近
/
月
額
3
千
円
/
初
心
者

歓
迎
/
浅
野

豐
(
3
8
8
2
)
9
9
1
7

☆
さ
わ
や
か
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル

毎
週
水
曜
日
、
午
後
7

時
～
8
時
4
5分
/
う
き
う
き

館
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
円
/
初
め
て
の
方
/
藤
沢

昔
(
3
8
8
3
)
2
4
3
7
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福

祉

児
童
手
当
・

特
例
給
付

請
求
手
続
き
を

お
子
さ
ん
の
出
生
届
を
出
し

た
方
は
、
児
童
手
当
の
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
児
童
手
当

区
外
か
ら
転
入
し
た
方
で
、

次
の
要
件
に
該
当
し
、
禾
請
求

の
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
(
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
)
。

▽
区
内
に
住
所
が
あ
る

▽
児
童
を
I
人
だ
け
養
育
し
て

お
り
、
そ
の
児
童
の
生
年
月

日
が
平
成
3
年
1
月
2
日
以

降
の
と
き

▽
1
8歳
禾
満
の
児
童
を
2
人
以

上
養
育
し
て
お
り
、4
歳
未

満
の
児
童
を
含
む
と
き

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
、
私
立
学
校
共
済

等
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は
児

童
手
当
と
同
じ
で
す
。

手
当
月
額
1
8
歳
未
満
の
児
童

の
中
で
、
平
成
3
年
1
月
2
　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
第
1
子

に
5
千
円
、4
歳
未
満
の
第

2
子
に
5

千
円

、4

歳
未
満

の
第
3
子
以
降
の
児
童
に
1
　

万
円
を
支
給
し
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
護

者
名
義
の
区
内
金
融
機
関
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
　

▽
年
金
手
帳

▽
健
康
保

険
証

▽
印
か
ん

寮
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す

。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇

住
)
・

児
童
助
成
係

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
の

相

談

□
生
活
に
お
困
り
の
方
に

祠
気
等
で
儖
け
な
く
な
っ
て

収
入
が
減
り
、
生
活
費
や
医
療

費
等
で
お
困
り
の
方
に
、
生
活

保
護
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
高
齢
者
の
方
に

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
、
家

庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に
　

家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
や
更
生
医
療
の
給
付
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、ろ
う
あ
の
方
に
は
、

専
門
の
手
話
通
訳
者
が
相
談
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。日
時
は

毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
)
、午
後
1
時
～

4
時
で
す
。

□
知
的
障
害
の
あ
る
方
に

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
援
護

施
設
へ
の
入
所
、
愛
の
手
帳
の

交
付
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
力
に

相
談

母
子
家
庭
の
経
済
上
の

問
題
、
児
童
の
就
学
・
就
職

の
問
題
な
ど
、
各
種
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

貸
付
制
度

母
子
家
庭
の
経
済

的
自
立
の
た
め
に
、
事
業
閧

始
・
継
続
資
金
、
庄
宅
資
金

お
よ
び
就
職
・
就
学
支
度
金

な
ど
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
母
子
寮

母
子
家
庭
の
自
立
・

更
生
を
は
か
る
た
め
に
、
母

子
寮
入
所
制
度
が
あ
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
　

指
定
の
国
民
宿
舎
等
を
年
2
　

泊
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
提
鬩
し
て
い
ま
す

□
女
性
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
な
ど

か
ら
逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を

求
め
る
女
性
や
、
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
女
性
を

対
象
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の

方
に

家
庭
相
談

家
庭
相
談
與
が
、

家
庭
内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

児
童
相
談

児
童
福
祉
司
が
、

子
ど
も
の
養
育
や
障
害
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
、相
談
を
　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。相
談
　

日
時
は
、毎
週
月
・
木
曜
日
　
　

(
中
部
福
祉
事
務
所
は
木
曜
　

日
の
み
)
の
午
前
9
時
～
正
　

午
で
す

※
相
談
日
時
は
、指
定
の
あ
る

も
の
を
除
き
月
～
金
曜
日
の
午

前
9

時
I

午
後
5
時
で
す

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い

ず
れ
も
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(

表
1
)
へ

。

福
祉
手
当

(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当

、
障
害
児

福
祉
手
当

、
福
祉
手
当
(

経
過

抛
置
分
)
を
受
給
者
し
て
い
る

方
は

、今
月
が
定
例
払
月
で
す

。1
0

日
ご
ろ
届
け
出
さ
れ
た
預
金

口
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま
し

た
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を

受
け
て
く
だ
さ
い

な
お
、今
回
の
支
給
分
は
4

年
1
1
月
～
5
年
1
月
分
で
す

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)

・
障
害
福
祉
係

出
産
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
が
入
院
し
て
分
娩
す

る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず

、
経
済
的
理
由
で
出
産
費
用

を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
家
庭

の
た
め
に

、
無
料
ま
た
は
安
い

費
用
で
入
院
・
出
産
の
で
き
る

「
入
院
助
産
制
度
」
が
あ
り
ま

す

。次
の
要
件
を
満
た
す
方
は

、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

▽
妊
娠
7

ヵ
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
度
分
特
別
区
民
税
が
非

課
税
、
ま
た
は
前
年
度
所
得

税
額
が
1

万
6

千
8
0
0円
以
下

の
世
帯

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
1
)
へ

。

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
跼

気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭

で
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な
い

方
の
た
め
、
福
祉
事
務
所
で
は

随
時
、
保
育
園
入
園
の
相
談
・

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
管
轄
の
福
祉

事
務
所
(
表
―
)へ
。

表1 福 祉 事 務 所 一 覧

マ
ッ
サ
ー
ジ
券

有
効
期
限
は
3
月
1
5日
で
す

平
成
4
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
5
年
3
月
3
1日
の
間
に
満
7
7

・
8
0・
8
8歳
に
達
す
る
方
に
、

昨
年
9
月
に
お
贈
り
し
た
マ
ッ

サ
ー
ジ
券
の
有
効
期
限
は
、3

月
1
5日
で
す
。
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
張
料
を
負
担
す
れ

ば
、
自
宅
で
も
施
術
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

問
合
せ
先
社
会
福
祉
協
議
会
　
`

‘
(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

申告 は
お 済 みで す か
3 月15 日 まで

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の

申
告
の
受
け
付
け
は
も
う
始

ま
っ
て
い
ま
す
。3
月
に
入

る
と
非
常
に
込
み
合
い
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

□
申
告
の
出
張
受
付
を
行
い

ま
す区

民
事
務
所
で
出
張
受
付

を
行
い
ま
す
。
日
時
、
場
所

は
表
2
の
と
お
り
で
す
。

※
申
告
会
場
へ
の
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
所
得
税
・
贈

与
税
・
消
費
税
…
足
立
税

務
署

豐
(
5
6
1
6
)
　
2
7
2
2

、
西
新
井
税
務

署
?
3
8
4
0
)
1
　

1
1
1

▽
特
別
区
民
税

・
都
民
税
・
=
中
央
本
町
庁

舎
・
課
税
課

豐
(
3
8
　
8
0
)
5
0
8
1

表2 出 張受付 の日 程

※ いずれも午前9時～午後4時

5 月分の利用案内
● 伊豆高原あ だち荘
● 湯河原あだち荘
● 日 光 林間学園
● 鹿沼野外レ クリ エー

ション センタ ー

申
込
方
法

各
公
社
施
設
(
表

3
)
で
販
売
し
て
い
る
所
定

の
申
し
込
み
(
ガ
キ
(
4
0円
)

に
、
利
用
施
設
名
、
利
用
希

望
月
日
(
第
3
希
望
ま
で
可
、

休
館
日
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
)
等
の
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
公
社
施
設
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー

枚
に
隕
り
ま
す
)

※
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
(
ガ
キ
申
し
込

み
は
宿
泊
棟
の
み
で
す
。
バ
ン

ガ
ロ
ー
・
常
設
テ
ン
ト
・
幕
営

地
は
、
利
用
日
前
月
の
窓
口
申

し
込
み
時
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
。

申
込
期
間
3

月
1
日
玉
…
J日

必
着

抽
選

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
当
選

・
落
選
を
決
定
、
結
果
は

3
月
下
旬
に
返
信
(

ガ
キ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

受
付

当
選
者
は
、4

月
1
　

日
～
8

日
ま
で
に
各
公
社

施
設
(
表
3
)
で
利
用
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

。
こ

の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ

ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す

バ ン ガ 匚- ・ テ ン トも5 月 から 利 用で き ま す

空
き
室
の
利
用
法

▽
抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込

み
は
、
利
用
月
の
前
月
の
第

2
金
曜
日
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
端
末
機
で
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施

設
(
表
3
)
で
も
直
接
受
け

付
け
し
ま
す

▽
電
話
予
約
は
第
3
金
曜
日
か

ら
各
公
社
施
設
(
表
3
)
で

受
け
付
け
し
ま
す

▽
3
月
分
の
空
き
室
利
用
は
、

各

公

社

施
設

(表
3
)

で
受

け
付
け
て
い
ま
す

。ま
た

、4

月
分
は
、
窓
ロ
ー
:
3月

1
2日
か
ら
、
電
話
・・・
3
月

1
9日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

※
予
約
浚
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。
こ

の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン

セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(

申

し
込
み
は

、
利
用
日
の
3

日

前
ま
で
で
き
ま
す
)
。

表3 公社施設一覧表 表4 各施設利 用案内
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区 民 ガ イ ド

募 集

「
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

て
み
た
い

」i

そ
ん
な
思
い

を
抱
い
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か

。区
で
は

、
区
の
施
設
や
公
園

な
ど
を
バ
ス
で
巡
る
施
設
見
学

会
に
添
乗
し

、
参
加
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
案
内
役
と
な
っ
て
い
た

だ
け
る

、
ば

民
ガ
イ
ド
″
を
募

集
し
て
い
ま
す

。

好
奇
心
旺
盛
(

お
お
せ
い
)

で
熱
意
を
持
っ
て
取
り
砠
ん
で

く
だ
さ
る
方
の
応
募
を
お
谺
ち

し
て
い
ま
す
、

応
募
資
格

区
内
在
庁
の
2
0歳

1
5
5歳
倥
の
女
性

募
集
人
員
3

人
程
度

実
施
回
数

年
間
2
2同

勤
務
時
間

午
前
9
時
I
午
浚

4
時
(
予
定
)

謝
礼
I

乗
務
に
つ
き
1
万

円
。
た
だ
し
研
修
朗
間
中
は

半
額

応
募
方
法

嗄
歴
書
1

通
と

「
私
の
好
き
な
足
立
の
場
所

」

と
題
し
た
作
文
(
伽
字
程
度
)

を
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

応
募
期
限
3

月
1

日
必
着

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁

舎

宇

佐
)

・
広
報
課

〒
1
2
0
千
住
1
4
-
1
8

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

生
活
副
都
心
・
千
住
を
考
え
る

北
千
住
C
I

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
新

し
い
罕
庄
の
ま
ち
づ
く
P

に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

日
時
3
月
1
4
日
百
)
、午
後
　

1
時
～
4
時

場
所

北
千
住
ル
ミ
ネ
7
階
ウ

ィ
ズ
サ
ロ
ン
(
無
料
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
基
調
講
演
　

▽
「
千
住
の
ま
ち
の
思
い
出

と
こ
れ
か
ら
の
千
佳
の
あ
り

方

」
を
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
視
点

で
探
り
ま
す

▽
講
演
者
・
:

北
野
大
氏

工

学
博
士

▽
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
.・・
高

見
澤
邦
郎
氏
(
都
立
大
学
教

授
)

▽
パ
ネ
リ
ス
ト
・
:延

藤
安
弘
氏
(
熊
木
大
学
教

授
)
、小
松
真
知
子
氏
(
ピ
ア

ニ
ス
ト
)
、田
中
康
弘
氏
(
北

千
庄
ル
ミ
ネ
会
会
長
)
、小
舘

繁
夫
氏
(
東
武
鉄
道
専
務
取

締
役
)

▽
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ

ー
ク
ー一パ
ネ
ラ
ー
小
松
真
知

子
氏
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

申
込
方
法

電

話
予
約

定

員
1
0
0

人

(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ

先

本

庁

舎

宇

住
)
・
計

画
調
整
第
二

係昔
(
3
8
8
　

2
T
1
1
　

1
㈹

情 報 コ ー ナ ー
「あ い ネ ッ ト21 」で

テニス・野球場の予約を!
テ ニ ス ・野 球場 の 空き
施 設 予 約 がで き ま す

● 加入 ・申 込等く わしく は本 庁舎( 千 住) ・広 報課あい ネット21 担当 へ 　3882・1111(代)

心
に 残 る 感動

を 子 供 た ち
に 劇団「えるむ」公演 会

「地 べったっこ さ まやぁ～い」

日 時3 月13 日( 土) 、 午 後2 時
場 所 竹 の塚 セン タ ー
対 象 小学 生 以 上
内 容r > 第1 話「カ ッ パの め だ ま」

‥・人 間に なり た い カ ッ パは 、 ひ
か ら びて 、 めだ まだ け にな っ て
も 二 コタ ラ. 二コ タ ラ 笑っ てい
た[ > 第2 話 「お こ んじ ょ う る
りJ … お な かを す かし た 子 ぎつ
ね に、 母 親 のよ う な 愛 情を 注ぐ
の は、 目 の 不自 由 な いた こ ぱ ぱ

さ また っ た
費 用 無 料( 2 月25 日 から 下 記の

児童 館 で、整 理 券を 配 布し ま す)
整理 券 配 布・ 問 合 せ先

中 居剛已童館03889- 4661　
西 保 木間 児 童 館f i 3884 ―1114　
東 伊 興 児童 館S3897 ―2225　
花 畑 児 童館03850 ―2617　
大 木 東 児童 館03849 ―3005　
千 住 児童 館 き3882- 2765　
巴丿吝恥笆童 奮203897 ―5016

福 祉 講 座

「 手 話 落 語と 講 演 の 集い 」
手 話落 語 で 全国 の 施 設を 慰 問し

て い る古 今 亭 圓菊 さ んを 講師 に 迎

え 、 絶妙 な 小 話と 、 ボ ラン テ ィ ア
体 験 談を 語 っ てい た だき ます 。
日時3月10日( 水八午後2時～　

3時30 分
※ 当 日は 、 体 の不 自 由な 方 を 対 象
に 、リ フト 付 バス を 運 行し ま す。
駐 車場 や 保 育室 の 設備 も あり ます
ので 、 お問 い 合わ せく だ さ い 。
定員150 人
費 用 無 料

申 込方 法 当 日 直 接 会場 へ
場 所・ 問 合 せ先 東部 障 害 福祉 総

合セ ン タ ーU5682 ―5370

中 小 企業 経 営 近代 化 講座( 鍍金 業)

工 場 運 営 に
失 敗 し な い 方 法

生 産 管 理 と設 備 管 理

日時3月4日( 木) 、午後6時～　
9 時

場 所 中 曽 根会 館( 本 木2- 5 ―
6) H3889 ―6868

対 象 鍍 金( と き ん) 業 に携 わ る 方
講 師 吉本 一 穂氏( 早 稲田 大 学 理

工 学 部教 授)
費 用 無料
定 員60 人( 先 着順)
申 込 方 法 電 話予 約
申 込 ・ 問合 せ 先 中 央 本 町 庁舎 ・

工 業 振 興係03880 ―5191

区内 桜めぐり
区 内の 桜 の 名所 を 見 て まわ り ま

す 。
日 程3 月30 日( 火) ・4 月2 日

( 金) の ど ちら か 希 望 日
槊 合時 間 ・ 場 所 い ず れも 午 前8　

時40 分、 本 庁 舎( =黔庄) 前集 合

見 学 先 柬綾 瀬 公園 、 花 畑 記念 庭
園 。 舎人 緑 道 、レ ー ガ ン 桜 ほか

定 員 各 日贋〕人( 抽 選)
費 用 し>観 光 協 会 員 … I , 500円

じ 非 会 員・■ 2, 000円( 当 日 現 地
支払 い 。 昼 食 朗

申 込 方法 往 復ハ ガ キに 申 込 者 全
員 の住 所 、氏 名 、 年 齢、 電 話 番

号、会 員 ・ 非会 員 の 別、「○ 月 △
日施 設 めぐ り 希望 」と 明 記 冂
枚4 人 まで 。重 複の 場 合は 無 効)

申 込期 限3 月8 日 消印 有 効
申 込・ 問 合 せ先 観 光協 会 事 務局

( 中央 本 町 庁 舎 ・産 業 振 興課 内)
〒120 中 央 本町1- 17 一一1

t t 3880 ―5191

特別経済講演会

〝日本 経 済の今後
の 推 移 を 読 む 〟

日時3月8日( 月) 、午後2時～　
33^30: 分

場 所 産業 振 興 館
講 師 植 草一 秀 氏( 京 都大 学 経済

研 究 所 助教 授)
定員I CX 〕人( 先 着 順)
費用 無 料
申 込 方 法 電 話 予 約
申 込・ 問 合 せ先 中 央 本町 庁 舎 ・

工 業4辰膕1{系03880 ―5191

第46回都民体育大会足立区予選会
□ バド ミ ン トン 大 会
日 時3 月28日( 日) 、午 前9 時 開

場
場 所 総 合ス ポ ー ツ セン タ ー大 体

育 室
種 目 一 般 男 子ダ ブ ル スA( 制

限 な し) 、B( 朷 ・ 中 級 者 ク ラ
ス) 、C( 壮 年の 部40 歳以 上) 　
一 般 女 子 ダ ブ ル スA( 制 限 な
し) 、B( 朷 ・中 級 者ク ラ ス) 、
C( 壮年 の 部40歳 以 上)

参 加 資 格 区 内 在住 ・在 動の 方
参 加 費1 組2, 000円
申 込 方法 指 定 の申 込 書 に必 要 事

項を 記入 し 参 加費 を 添え て
申 込 期限3 月18日 厳 守
申 込 ・問 合 せ 先 ツ バ メ ヤス ポ ー

ツ 店 〒120 千 住3- 19
03888 ―8331

□ ラ イフ ル 射 撃
日時3月14日( 日) 、午前9時～　

午 後5 時
場所 総 合 スポ ーツ セン タ ーAR　

射 場
競技 種 目 エ ア ーラ イフ ル
競技 方 法3 姿勢 で60 発競 技

参 加資 格 区内 在住 ・ 在勤 の 方お
よ び 連 盟会 員

参 加 費1, 000 円( 当 日 会 場 に 持 参)
申 込 方法 電 話 また は 直接 会 場 へ
※ 銃 砲所 持 許 可 証を 必 ず持 参。
申 込 期限3 月p1日
申 込・問 合 せ先 区 連盟・菅沢 国 治

C3896 ―3970
□ ク レ ー射 撃 大 会
日時3月28日( 日) 、午前9時～　

午 後4 時
場 所 栃 木 県 総 合射 撃 場
種 目 ト ラ ップ 、 ス キ ート の 部
参 加 資格 区 内 在住 ・ 在勤 者 で 散

弾 銃所 持 の 方
※ 銃 砲所 持 許 可証 、 火 薬類 譲 受 許
可 証を 必 ず 持 参。
申 込期 限3 月25日
申 込・ 問 合 せ先 区 連盟 ・吉 田 宏

113888 ―7831
□ 軟 式 野 球 大会
日時4 月4 ・11・18 日( 予 備 日

25 日) 、 午 前8 時30 分
場所 西 新 井緑 地 グラ ン ド
参加 資 格 区 内 在 住 ・ 在動 者( 16　

歳 以 上 の勤 労 青少 年 を 含む) で

編 成さ れ た チ ー ムで 、 スポ ー ツ
傷 害 保険 等 に 加 入し て いる こ と

試 合 方 法 ト ー ナ メン ト
募 集 数64 チ ー ム
参 加 費1 チ ー ム6. 000円
申 込 方 法 区 連 盟 事務 局 にあ る 申

込 用 紙に 記 入 のう え 参 加 費を 添
え て

申込期限3月8日～19日
申 込 ・ 問 合 せ先 軟式 野 球 連盟 亊

務1局・ 板i沢1政夫83840 ―8078
□ バス ケ ッ トボ ー ル 大会
日時3月28日～5月2日
場 所 総 合 スポ ー ツ セン タ ー ほ か
参 加資 格 区 内 在 住・在 勤・在 学 の

方'
競 技方 法 ト ーナ メ ント
穆 加 費1 チ ーム3, 00【】円( 代 表 者

会 議で 集 め ます)
申 込 方法 電 話
申 込 期限3 月4 日 必 着
組 合 せ3 月8 日( 月) 、午 後7 時

梅田 セ ンタ ー 第一 研 修室
代 表 者会 議3 月16日( 火) 、午 後

7 時 、竹 の塚 セ ンタ ー・レ ク ホ ー
ル

申 込 ・問 合 せ 先 連 盟 事 務局 ・ 田
島 寛治( 埼玉 製作 所 内)

Q3884 ―0391FAX3884 ―0361
RECYCLE PAPER
― 森 林 資 源を 大切 に ―

T. N. S. 240, 000


